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P −241　 卵巣悪 性腫瘍が 疑 われ た結核性腹 膜炎の 1症 例
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結核性腹膜炎 は稀な疾患 で ある が，不明熱
・
腹水貯留 ・腫瘍マ ーカーの 上昇などを示 し卵巣悪性腫瘍 との 鑑 別 が 問 題 とな る．

今 回，腹腔鏡検査 に て 特徴的所見を得，そ れ に よ り結核性腹膜炎 と診断 して 迅 速 に治 療 を開始 し，最 終 的 に 腹 水培養菌 よ り

PCR 法 に て結核菌 を証 明 し得た症 例 を経験 した，
【症 例】24才 ， 女性．平成12年11月 5 日 よ り発 熱 し，前医（内科）に て 抗 生剤投与 を 受ける も解熱せ ず．胸部 X ・P 異常 な くCA −
125は 1300U／ml と高値 を示 した．　CT ・MRI 検杳 で は腹水貯留像 と癌性腹膜炎を思わせ る腹膜肥厚像 を認め た が ， 子 宮 ・卵巣
は 正常で あ っ た．11月14日，腹水穿刺施行．腹水 は 淡黄色 で Pap （2），リ ン パ 球 優 位 で あ り LDH 　lo921ufレ ADA 　l19．81u／l
と上昇を認 め た．腹水の 抗酸菌培養法に よ り4週 閭後の 12月12日に 陽性と判明 し，更 に PCR 法に て 結核菌 DNA が証明され

た．11月20日，不 明 熱 ・婦 人科的精査 の た め 当科紹介 とな り，24日に 転院．同 日検査 目的に て 腹腔鏡施行 した と こ ろ ，壁側腹

膜
・
臓側腹膜 に 特徴的な粟粒大 の 黄白色結節が多数，び まん 性 に認め られ た．結節の 生検を施行 した が 炎症 所見の み で 結核の

組織所見 は 得 ら れ な か っ た が，腹腔鏡所見 よ り腹膜結 核 の 可 能性 が 高 い と判 断 し12月 5 日 よ り RFP ・INH ・EB に よ る 3 者

併用 療法 開始 し， 間 もな く解熱軽快 の経 過 を た どっ た．
【結語】結核性腹膜炎 は特徴的所見 に乏 し く結核菌培養結果の 判明に は 日数を 要 し早期確定診断が 困難で あ る．また 画像 ・血
液検査 所見か らは癌性腹膜炎 と鑑別困難な場合 が ある．早期診断には腹腔鏡検査が有用 で あ り， 積極的に施行すべ きで ある．

P−242　卵巣摘出 ラ ッ ト空 間学 習 能に 対す るエ ス トロ ゲ ン ，プ ロ ゲ ス テ ロ ンの 影響
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【目的】エ ス トロ ゲ ン は 脳 に 対 し保護作用 を持ち， ア ル ツ ハ イ マ ー病 の 予 防 と して も注 目 され て い る．一
方プ ロ ゲ ス テ ロ ン は，

エ ス トロ ゲ ン の 子宮内膜癌発症率増加を抑制する た め に ホ ル モ ン 補 充療法に 併用 され て い る が ，そ の 脳 に 対す る 影響 は は っ

き りして い な い ．エ ス トロ ゲ ン とプ ロ ゲ ス テ ロ ン の 学習，記銘，working 　memory へ の 影響を評価す る 目的で 空間 学習能 を検

討 し た．
【方法】雌 SD ラ ッ ト42匹 を OVX 群 （卵巣摘出），

E 群 （卵巣摘 tli後 estrogen 　pellet 皮下 移植），P 群 （卵巣摘出後 progester−

one 　pellet皮 下 移植），
　 EP 群（卵巣摘出後 estrogen 　pellet，　progesterone 　pellet皮

一
ド移植），　 contro1 群の 5 群 に わ け た ．各 ラ ッ

トに 4 方向に餌 を置 い た 8 方向放射状迷路学習を行 い ，学習終了後 に scopolamine を腹腔内投与 し， 15分後 に再 度学 習 実 験 を

行っ た．空 間学習能 を c。 rrect 　choice （餌 の 有る 通路に 入る 選択），　 working 　error （既 に餌を食べ た通路 に再度入 る選 択），　 ref −
erence 　err   r （餌 の な い 通 路 に 入 る 選択） に つ い て 5 群間で 比 較検討 した ．
【成績】OVX 群 で は cDntrol 群 に比 して学習段階で correct 　choice は低 く，　 reference 　error が 多か っ た．　P 群も同様 に 学習能

が 低か っ た．scQpolamine 投 与後 で は OVX 群 は他群 に比 して workingerror が増加した．　OVX 以 外の 群で は 有為差を認め な

か っ た．
【結 論】エ ス トロ ゲ ン は学習，記銘 に 関 して 脳保護作用 を持ち，特 に ス コ ポ ラ ミ ン の 神経障害に 対 して 保護作用 を有す るが，
プ ロ ゲス テ ロ ン もス コ ボラ ミ ン の 神経障害 に対 して保護作用 を示 した．

P −243　精神症状を伴 う更年期女性 に対す る エ ス 1・ロ ゲ ン 補充療法 と SSRIの 併用 療法 に 関す る 臨床的検討
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【目的 1うつ 病 の 罹 患 率 は ， 女 性 が 多 く， そ の 発 症 はエ ス トロ ゲ ン の 低 ドする 出産後 や 閉綫期に 特 に 増加する ．また ， うつ 病
発 症 に脳 内セ ロ トニ ン 濃度の 低下が 深 く関係 して い る．当科更年期外来 にお い て ，動悸，め まい な どの 身体症 状 を伴 う不安症

状 に加え，全 身倦怠感，睡眠障害，抑うつ 気分な どの うつ 症状を主訴 とす る受 診者は 多 い ．こ の よ うな 精神症 状 を有す る 更年

期女性に おい て はエ ス トロ ゲ ン補充療法 （ERT ）の みで 奏効 しない 者 も認め られ る こ とか ら，選択的セ ロ トニ ン再取込み 阻害

薬 （SSRI）を併用 し，そ の 有用性 に つ い て 検討 した．
【方法】問診 ， 更年期指 数 に よ りうつ 症 状 お よび不安症状 を認め，抑うつ 尺度 と して の SDS，　SRQ・D お よび 不 安尺 度 として の

STA 工一1，　STAI−2に お い て 区 分 点 以 上 を 認 め た42名 を対象 と した．42名 を ERT 単独群 （A 群 ：n ＝21
， 年令48．8± 79 歳）お よ び

ERT ＋ SSRI （Fluvoxamine 　50mg ／day）併用群 （B 群 ：n ・　21，年令48．O± 6．9me）の 2群 に 分類 し，　 SDS，　SRQ −D，　STAI −1，STAI −
2の 治療前値，治療 8 週後 に お ける 改善率を McNemar 検定を 用 い 評 価 をお こ な い p ＜ 0．05を 有意 な 改 善 と した．
【成績】A 群 で は，い ずれ にお い て も有意な改善 は 認め な か っ た．B 群 に お い て は，　 SDS の 改善率検定 p ＝O，015，　SRQ −D ：p
＝0．OO8，　STAI −1 ：p ＝O．2188，　STAI−2：p ・　O．016と STAI−1以外 は 有 意 な 改 善 を 認め た．
1結論】精神症状 を有す る 更年期 女性 に対 して，エ ス トロ ゲ ン 補充療法 と SSRI の 併用療法 は有効 で ある と考え られ た．
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